
令和４年度津波避難訓練 アンケート集計結果 

※回答項目で未記入のものは、「その他」に含まれています。 

 
１ 対象者 

  807 名 ※津波避難施設・場所に避難した一般参加者（地域住民、事業所従業員他） 

２ 回収件数 

251 枚 ※（内訳）みやぎ電子申請サービス 54 件、郵送・FAX 他 197 件 

３ 回収率 

約 30％ 

４ 集計結果 

 以下のとおり 

⑴ 参加区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 参加年代 
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⑶ 津波・避難情報の入手方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 避難方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑸ 車で避難した理由（上記４で車と回答した方のみ対象） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

180

8

39

145

6

10

0 50 100 150 200

津波情報伝達システム

ヘリコプター

広報車

緊急速報メール

杜の都防災メール

その他

津波・避難情報の入手方法

徒歩

85%

自転車・バイク

5%

車

10%

その他

0%
避難方法

徒歩 自転車・バイク 車 その他

避難場所まで距離

があるため

57%
避難に時間の

かかる家族等

がいるため

17%

荷物を積めて

便利なため

0%

その他

26%

車での避難を選んだ理由



⑹ 避難に要した時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑺ 避難場所・避難経路 
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５ 意見・感想 

（避難方法関係） 

 ・校舎の２階以上の避難場所まで来たことがなかったので、この訓練で実際に確認する

ことができてよかった 

 ・訓練に参加して、避難場所までの時間を確認できてよかった 

・実際に災害が起こったとき、徒歩で交通量の多い道路を横断できるかが心配 

 ・高齢者にとって屋上などの上階への避難は、楽ではないことを実感した 

・今回の訓練で車いすの方が避難所に避難したが、スロープが無いため、その方を屋上

へ上げるのに苦労した。また、避難階段前の道が砂利道のため、高齢者や車いすの方を

連れていくのが大変だった 

（訓練設定関係） 

 ・参加者が少ないため、地域で参加者を順番制で参加させたり、休日実施も検討してほ

しい 

 ・参加者の受付（記帳）くらいはした方がいいと思う 

 ・避難したあと、職員から避難方法などについての説明があっても良かったと思う 

（広報訓練関係） 

 ・今回は屋外拡声スピーカーの音声が明確に聞こえました、聞こえやすくなった 

 ・屋外拡声スピーカーの音声がハウリングして聞きづらい部分があったため、少し時間

差で広報ができるとなお良い 

・屋外拡声スピーカーの音声が聞き取れない 

・広報車の広報があって、避難しやすかった 

（その他関係） 

・訓練は繰り返すことが大事 

・参加者が少ないと感じた 

・段々と津波に対する意識は低下していると思う 


